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※1 NEDO Technology Commercialization Program
※2 NEDO Entrepreneurs Program
※3 シード期の研究開発型スタートアップに対する事業化支援

Seed-stage Technology-based Startups
※4 Product Commercialization Alliance

事業会社・研究機関等

共同研究・出資等

・事業化に向けた研究開発費等の
助成

事
業
規
模

• ビジネスプラン作成研修
• メンターからの助言
• ピッチコンテストによる投資家

等とのマッチング

• カタライザーからの助言
• 事業計画の構築
• PoCの実施のための研究開発費

等の補助

認定VC

出資・
ハンズオン支援

• 認定VC等による出資・ハン
ズオン

• 資金調達に向けたシーズ強化
のための研究開発費等の補助

メンター・カタライザー
（VC・元起業家など、ビジネスプラン作成のプロ）

助言

TCP ※1

●専門家による伴走支援
（目的：事業計画の構築）

※研修プログラム

NEP ※2

●専門家による伴走支援
（目的：PoCの実施）

STS ※3

●VCとの協調支援
（目的：資金調達・技術

シーズの強化）

PCA ※4

●技術シーズの事業化支援
（目的：数年後の事業化）

●オープンイノベーションの促進

出資等

VC等
（認定VC含む）

TCP
（資金支援なし）

1年以内

NEP A
500万円未満/件

6ヶ月以内

STS
7000万円以内/件
2/3 1.5年以内

PCA
2.5億以内/件

2/3 約7か月以内

EXIT
(IPO, 
M&A)

NEP B
3000万円以内/件

12ヶ月以内

●研究開発型スタートアップの相談窓口
●事業計画作成支援

STS2
2億円以内/件
2/3 2年以内

■研究開発型スタートアップ支援事業の全体像
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日本のスタートアップに次の成長を。
世界に次の革新を。

日本では約1万社のスタートアップが日々新しい挑戦をしています。
しかし、グローバルに活躍する企業はまだ一部。

世界で戦い勝てる企業を作り、世界に新しい革新を提供する。
J-Startupは選ばれた企業を官民で集中支援し、成功モデルを創出します。

「ブーム」から「カルチャー」へ。

ここで生まれたヒーローがスタートアップの地位を高め、
日本のベンチャーエコシステムをさらに強くします。

https://www.j-startup.go.jp/

現在選定されたStartupは139社。経済産業省、JETROと共にNEDOも事務局を担っています。
詳細は公式ホームページをご確認ください。

公式ホームページは“J-Startup”で検索！（スマホ対応）
公式Facebookページで随時情報発信中！！



○NEDO TCP 専用サイト
https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP2_100103.html

対象者 大学等の技術シーズを用いて起業を目指す研究者等

応募資格

○技術シーズの事業化に関心を有する国内の大学･研究機関に在籍する研究員､大学院生､学部生で
あって､将来起業することを視野に入れている方

○企業における研究や新規事業のスピンアウトを考えている方､既にスピンアウトした方
○TCP参加時に起業していないこと

募集内容
環境･エネルギー､電子･情報通信､バイオ･ヘルスケア､機械システム､ロボット､材料･ナノテクノロジー等の

「技術」を活用したビジネスプラン

支援内容 国内外の専門家による助言および研修、活動費の直接的な支援はなし（旅費等の支援はあり）

賞 最優秀賞（１件）、優秀賞（１～２件）及びファイナリスト賞（１０件程度）を表彰

事業期間 プログラムスケジュールに基づいて実施

対象技術分野 経済産業省所管の鉱工業技術（ただし、原子力技術に関わるものは除く）

将来起業することを視野に入れている方を対象に、ビジネスプラン作成研修、
メンターからの助言、ピッチコンテストによる投資家等とのマッチングの機
会を提供します。

大学、研究機関、スタートアップの起業家の育成支援プログラム

Technology Commercialization Program（TCP）③-1

（企業・大学等の個人、
研究者又は研究チーム）

公募情報

■研究開発型スタートアップ支援事業の全体像

2019年度 2019年6月7日～9月5日

2020年度 ※公募は実施せず、連携イベント
などから候補者を選出

NEDO TCP2020の流れ
※変更の可能性もございます。
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←--------予選---------→ ←--------本選-------→
(20～30チーム通過) (10チーム程度通過)

起業家候補

(20チーム程度選出)

２．地域イベント
（指定）7～１２月

１．連携プログラムなど
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※１ 条件を満たした場合のみ約20チーム→選定→約10チーム

一次審査会通過者の特典
• 投資家等を前にしたピッチ

登壇と、ポスター発表
• 継続的なメンタリング

本年度は公募いたしません
連携プログラム・地域イベント等

から候補者を選出します。

１２月



③-2NEDO Entrepreneurs Program（NEP）
技術シーズを活用した事業構想を有する起業家候補人材（個人、研究機関等や企業等に属する者、
又は事業化前の法人）に対し、事業化支援人材（事業カタライザー）による指導・助言の機会提供
など、研究開発型スタートアップを立ち上げるための活動を支援します。

事業化支援人材の伴走支援による起業支援

対象者
技術シーズを活用した事業構想を有する、起業家候補人材

(個人事業主、起業を志す企業の社員や研究者、事業化前の法人)

事業形態 助成（NEDO負担：助成率100％）

助成金額
NEPタイプA 原則500万円未満、NEPタイプB 原則3,000万円以内

※消費税（外税）は自己負担となります。

事業期間 NEP A 6カ月以内、NEP B 12カ月以内

対象技術分野 経済産業省所管の鉱工業技術（ただし、原子力技術に関わるものは除く）

■研究開発型スタートアップ支援事業の全体像

2018年度（委託） 予算：1.0億円 公募（4/24～5/24）採択決定20件/応募90件（4.5倍）
2019年度（助成） 予算：1.0億円 公募（3/25～4/25）交付決定13件/応募45件（3.5倍）

2020年度（助成） 予算：約30億円
第1回公募（4/28～5/28）交付決定16件/応募38件（2.4倍）
第2回公募（10/8～11/20）公募中

採択

運営管理法人［※］

NEP運営に係る委託契約 経理業務等
に係る委任契約

起業家候補人材または
研究開発型スタートアップ

（NEP支援対象者）

個人

事業会社
に属する者

研究機関等
に属する者

事業カタライザー

※NEPタイプA [個人]のみ支払い、経理業務等を支援

メンタリング
（助言等の支援）

2020年度NEP第2回公募 ~応募から交付決定まで~

※事業ページ
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【備考】 ※1：プレゼンテーション審査はタイプBのみ
※2：原則、45日以内に交付決定条件を満たすこと
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※1

・タイプA [個人]：条件1,2が必要
・タイプA [法人]、【タイプB】：条件1,3が必要

条件１
担当事業カタライザーの決定
（事業カタライザーとマッチングすること）

条件２
運営管理法人と経理業務等に関する
委任契約を締結したことの報告書の提出

条件３
誓約書（交付を受ける法人が提案事業を実施
するために設立されたことを誓約するもの）、
及び設立法人に関する確認書類(履歴事項
全部証明書、定款の写し等)の提出

運営管理法人

交付決定条件※2

応
募
（
提
案
書
類
の
提
出
）

【フローチャート(NEPタイプA，タイプB共通)】
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